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明治大学連携事業

道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。

この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村

をつくります。
一、人情といたわりの心を養い、福祉の村

をつくります。
一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

中学生が明治大学を訪問し、施設内の見学や大学生と一緒に授業に参加しました



平成23年１月１日（２）

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
皆
様

の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
よ
り
村
政
に
お

寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご
支
援
と
ご

協
力
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
経
済
情
勢

も
や
や
上
向
き
と
の
報
告
も
ご
ざ
い
ま
す

が
世
界
情
勢
も
Ｅ
Ｕ
の
不
安
定
な
状
況
や

新
興
国
の
バ
ブ
ル
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
特

に
回
復
か
ら
乗
り
遅
れ
て
い
る
日
本
の
状

況
下
で
、
地
方
や
中
小
の
企
業
は
生
き
残

り
に
懸
命
な
状
況
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
政
治
情
勢
も
先
進
国
は
次
々
と
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
進
む
状
況
下
で
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
中
、
不
安
定
な
政
権
運
営

が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
尖

閣
列
島
、
北
方
領
土
、
北
朝
鮮
問
題
等
、

次
々
と
重
要
な
判
断
の
必
要
性
が
求
め
ら

れ
る
中
で
国
政
の
混
乱
は
地
方
を
預
か
る

者
と
し
て
忸
怩
た
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。

内
政
の
課
題
は
さ
ら
に
多
く
国
民
に
と
っ

て
安
心
で
き
る
政
権
運
営
が
望
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
道
志
村
に
お
き
ま
し
て
は
昨
年
の

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
第
１
回
全
国

源
流
サ
ミ
ッ
ト
」
を
10
月
に
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
に
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
と
し

て
、
ま
た
各
種
団
体
か
ら
も
ご
協
力
を
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
全
国
か
ら

５
０
０
名
を
超
え
る
方
々
に
ご
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
前
日
に
は
源
流
に
あ
る

12
の
自
治
体
か
ら
首
長
の
皆
様
に
参
加
い

た
だ
き
「
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
の
採
択
を
い

た
だ
き
サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
に
て
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
横
内
知

事
、
国
会
議
員
の
米
長
、
坂
口
両
先
生
、

小
松
崎
横
浜
市
副
市
長
を
は
じ
め
と
す
る

ご
来
賓
に
も
ご
参
加
を
い
た
だ
き
花
を
添

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
源
流
再
生
」

や
｢上
流
と
下
流
の
連
携
｣と
水
源
地
か
ら

多
く
の
こ
と
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
６
月
に
は
道
志
村
の
情
報
を

横
浜
市
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

横
浜
市
の
役
所
、
企
業
、
学
校
、
団
体
等

を
対
象
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
多
く
の
参
加
者

を
得
て
成
功
裏
に
開
催
で
き
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
の
事
業
も
順
調
に
進
み
村

民
の
皆
様
に
も
か
か
わ
り
の
深
い
施
設
も

完
成
を
見
て
い
ま
す
。
特
に
医
科
歯
科
診

療
所
の
新
築
や
都
留
消
防
署
道
志
出
張
所

の
建
設
は
、
昨
年
ま
で
整
備
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
、

専
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
告
知
端
末
と
併
せ
て

安
心
安
全
の
村
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
連
続
性
の
あ
る
事
業
の

進
め
方
は
国
の
ほ
う
か
ら
も
高
い
評
価
を

受
け
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
シ
ナ

リ
オ
大
賞
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
診
療
所
は
、
検
査
機
等
も
充
実

し
ス
タ
ッ
フ
と
併
せ
更
に
へ
き
地
医
療
に

安
心
感
を
与
え
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
来
る
高
齢
者
人

口
増
に
備
え
施
設
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
オ
ー
プ
ン
し
た

旧
久
保
分
校
「
み
な
も
と
体
験
館
」
は
道

志
村
観
光
の
今
後
の
方
向
性
で
あ
る
体
験

型
学
習
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
久
保
地
区

の
災
害
時
の
拠
点
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

施
設
と
し
て
運
用
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。
本
年
２
月
に
は
完
成
と
な
る
道
志
中

学
校
の
体
育
館
も
順
調
に
工
事
が
進
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
完
成
に
よ
り
学
校
関
係
の
耐
震
化

は
現
時
点
で
す
べ
て
の
施
設
で
ク
リ
ア
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
同
じ
く
２
月
に
完

成
す
る
若
者
定
住
住
宅
は
４
月
か
ら
入
居

が
可
能
で
あ
り
今
後
の
若
い
世
代
の
人
た

ち
が
少
し
で
も
定
住
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
「
明
治
大
学
」
を
は
じ
め
と
し
た
大
学

連
携
に
つ
き
ま
し
て
は
今
ま
で
の
学
習
会

や
交
流
を
土
台
に
さ
ら
に
実
際
の
村
づ
く

り
に
生
か
せ
る
よ
う
勧
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
厳
し
い
地
方
財
政
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
年
か
ら
の
方
向
性
の
一
つ

と
い
た
し
ま
し
て
、
財
政
に
配
慮
を
し
つ

つ
同
時
に
必
要
な
も
の
は
整
備
を
進
め
て

い
く
な
か
で
、
例
え
ば
告
知
端
末
等
の
情

報
イ
ン
フ
ラ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
う
し

た
施
設
等
の
効
果
的
な
運
用
や
活
用
に
力

を
入
れ
る
と
同
時
に
毛
芽
細
か
く
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ま
こ
と
に
日
に
新
た
に
、
日
々
に
新

た
に
、
ま
た
日
々
新
た
な
り
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
刻
々
と
変
化
す
る
環

境
に
新
た
な
気
持
ち
で
進
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

道

志

村

長

大
　
田
　
昌
　
博



（３）

平
成
23
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま

す
。
村
民
の
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
春
を

迎
え
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ

ま
す
。

日
頃
よ
り
議
会
の
活
動
に
対
し
ご
理
解

と
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

10
月
の
源
流
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
全
国
よ

り
５
０
０
名
余
り
の
人
達
が
道
志
村
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
村
を
全
国
に
向
け
ア
ピ

ー
ル
で
き
た
良
い
機
会
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
が
盛
会
に
開
催
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
事
前
の
準
備
、
当
日
の
接
待

等
に
お
い
て
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
多
大
な

杉
本

秀
明
　
　
水
越

昭

佐
藤

喜
章
　
　
白
井

勝
光

藤
原

光
政
　
　
渡
辺

胆
男

佐
藤

一
仁
　
　
湯
川

六
昭
　

佐
藤

茂
美
　
　
池
谷

寿
男

村
議
会
議
員
（
議
席
順
）

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

道
志
村
議
会
議
長

佐
　
藤
　
喜
　
章

る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対

し
ま
し
て
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
今
日
、
国
の
内
外
と
も
に
大
き
な

変
革
の
時
期
に
遭
遇
し
て
お
り
ま
す
が
、

地
方
行
政
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成
12
年

４
月
、
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、

国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
明
確
化
や
国
の

関
与
の
ル
ー
ル
化
等
が
図
ら
れ
、
地
方
自

治
体
は
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
よ
り
、
地

域
の
実
情
に
沿
っ
た
行
政
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
中
で
、
現

在
は
、
地
域
の
住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

考
え
、
主
体
的
に
行
動
し
、
そ
の
行
動
と

選
択
に
責
任
を
負
う
「
地
域
主
権
」
の
確

立
を
目
指
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
「
地

域
主
権
改
革
」
が
進
め
ら
れ
、
自
己
決

定
・
自
己
責
任
に
よ
る
自
治
体
運
営
が
求

め
ら
れ
る
な
ど
、
行
政
の
真
価
が
問
わ
れ

て
い
る
時
代
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
若
年
層
の
流

出
か
ら
高
齢
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
村
政

の
発
展
を
図
る
上
で
大
き
な
課
題
と
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
少
子
高
齢
化

対
策
と
と
も
に
、
若
人
に
も
十
分
魅
力
の

あ
る
活
力
あ
る
道
志
村
を
築
き
上
げ
る
こ

と
が
、
何
よ
り
も
肝
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。議

会
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

考
え
な
が
ら
議
会
活
動
を
行
い
、
さ
ら
な

る
議
会
改
革
・
開
か
れ
た
議
会
運
営
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
議
案
の
審

査
・
議
会
の
運
営
な
ど
の
協
議
、
調
整
の

場
と
し
て
、
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
「
全
員
協
議
会
」
を
議
会
会
議
規
則
の

中
に
位
置
づ
け
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
協

議
会
の
細
部
の
取
り
扱
い
も
明
確
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一

般
質
問
で
は
、
行
政
の
全
般
に
つ
い
て
、

執
行
部
の
考
え
方
や
行
財
政
運
営
方
針
が

真
に
村
民
の
皆
様
方
の
思
い
に
か
な
っ
て

い
る
か
、
適
正
に
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど

を
議
論
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
議
会
を
、
村
民
の
皆
さ
ま

に
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
し

て
、
議
会
の
開
会
に
つ
き
ま
し
て
、
昼
間

の
忙
し
い
時
間
で
な
く
、
夜
間
、
休
日
の

議
会
開
会
も
視
野
に
入
れ
る
中
で
、
村
民

参
加
の
議
会
運
営
も
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
の
議
会
活
動
に
つ
い
て
も
、
広

報
常
任
委
員
会
に
よ
り
編
集
さ
れ
る
「
議

会
だ
よ
り
」
に
お
い
て
、
村
発
行
の
広
報

紙
と
と
も
に
、
村
の
情
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
う
え
で
議
会
だ
よ
り
も
さ

ら
に
内
容
が
分
か
り
や
す
く
、
読
み
易
い

も
の
と
な
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
皆
様
の
率
直
な
る
ご
意
見
、
ご
要

望
な
ど
お
気
軽
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
な
か
な
か
明
る
い
日
差
し
の
見
え

な
い
経
済
、
雇
用
の
状
況
で
す
が
、
こ
れ

ら
を
乗
り
切
る
た
め
、
私
た
ち
議
員
も
議

会
の
役
割
を
し
っ
か
り
認
識
し
、
全
力
を

尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
議
会
に
対
し

ま
し
て
も
今
ま
で
以
上
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
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道志村と明治大学との連携事業の一環として、11 月 24 日道志中学校全生徒が明治大学駿河台
キャンパスを訪問しました。

生徒は明治大学博物館で明治大学創業者三者の資料、縄文土器、埴輪などを興味深く見学した後、
明治大学副学長で経済学部の坂本恒夫教授の授業に参加し、生徒は道志村の特産、自然等について
紹介し学生は大学の紹介を行いました。また、生徒は大学生に大学の授業、大学生活についても質
問を行い、大学生は大学の地域貢献についても考えお互いに意義ある授業でした。

生徒たちはキャンパスの中を歩いたり昼食を学生食堂で取るなど、キャンパスの雰囲気を満悦し
ました。「大学に行きたい、勉強を頑張るぞ」など感想も聞かれました。

博物館の見学 副学長の説明を受ける生徒

道志村と明治大学との連携事業

道志中学校生徒　明治大学訪問

日
　
時

平
成
23
年
１
月
９
日
（
日
）

午
後
１
時

開
式

場
　
所

水
源
の
郷
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

成
人
式
は
式
典
・
成
人
者
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
上
映
・
新

成
人
の
抱
負
・
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
記
念
写
真
の
撮
影

等
が
行
わ
れ
ま
す
。

成
人
式
を
迎
ら
れ
る
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

佐
藤
　
博
臣
　
釜
之
前

長
田
　
亜
己
　
西
和
出
村

水
越
　
有
香
　
下
白
井
平

池
谷
　
友
希
　
上
善
之
木

池
谷
　
萌
利
　
下
白
井
平

加
藤
　
　
和
　
板
橋

山
口
美
津
紀
　
中
神
地

山
口
　
琴
未
　
西
和
出
村

山
口
　
香
織
　
上
中
山

池
谷
　
僚
太
　
上
白
井
平

山
口
　
綾
香
　
西
和
出
村

杉
本
　
　
悠
　
下
善
之
木

渡
辺
　
健
司
　
上
中
山

佐
藤
真
奈
美
　
野
原

佐
藤
　
由
貴
　
小
善
地

水
越
祐
一
郎
　
下
白
井
平

山
口
　
智
美
　
竹
之
本

柿
沼
　
武
明
　
西
和
出
村

金
子
　
雅
俊
　
大
栗

佐
藤
え
り
こ
　
大
栗

成
人
式
に
関
す
る
問
合
わ
せ
先

道
志
村
教
育
委
員
会

☎
52
-１
０
２
０

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

成
人
成
人
成
人
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進んでます！　どうしの森づくり

あなたの山林を間伐しませんか！！
４月から協力地登録制度をスタートした「どうし森づくり事業」。間伐や道づくりの取り組み、森
林ボランティアとの交流など、様々な森づくりの取組みがはじまっています！！

支援団体主催のツアー参加
者が的場向地区の間伐後の
木材搬出の様子を見学しま
した！

板橋地区の協力森林について
支援団体と協定を結びまし
た。今後５年間で約５haを間
伐します！

川村地区の協力森林で、木組
みを使った壊れにくい森林作
業路（路網）の作設教習会を行
いました！

“どうしの森づくり”  の仕組み
【概　　要】 森林所有者、支援企業等及び役場で「森林整備協定」を締結し、森林整備・保全活動を行い

ます。また、このほか企業の社員研修の一環などで協力地でのボランティア活動等を行いま
す。なお、企業等の負担で間伐等の森林整備活動を行うため、村民の負担は一切ありません。

【対 象 者】 山林を所有している方で１ha以上の協力地を提供できる者
【対象期間】 ３～５年間
【対象事業】 協定に基づき実施する間伐、枝打ち、ボランティア活動等

詳しくは、役場担当窓口にお問い合わせください。道志村役場産業振興課　☎５２－２１１４

細野・蜂久保地区（約４ha）
・森林所有者４名
・間伐：H22〜24 年度実施予定
・路網：今年度約 200m 整備予定

ライオンズクラブ330-B 地区が支援

日陰地区（約 32ha）
・森林所有者 16 名
・間伐：実施時期未定
・路網：今年度約 700m 整備予定

川村地区（約４ha）
・森林所有者５名
・間伐：実施時期未定
・路網：今年度約 250m 整備予定

白井平地区（約３ha）
・森林所有者７名
・間伐：実施時期未定
・路網：今年度約 650m 整備予定

板橋地区（約５ha）
・森林所有者３名
・間伐：H23〜27 年度実施予定
・路網：今年度約 500m 整備予定

（財）オイスカ（株）プロネクサスが支援

的場向地区（約３ha）
・森林所有者３名
・間伐：今年度約２ha 実施済み

H23 年度約１ha 実施予定

横浜市地球温暖化対策推進協議会が支援
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世代を超えて安心して暮らせる村づくり　
「道志村のよさをＰＲし、村民を増やすには」プロジェクトグループ

道志村の冬の伝統行事

●と　き　２０１１年１月１５日（土）　１１：００－１４：００
●ところ　道志体験農園広場（道の駅どうし川向）（荒天の場合中止）

主催：道志村の郷土史を語る会　　協力：道志村・道志村教育委員会・道志村観光協会

『世代を超えて安心して暮らせる村づくりプロジェクト』では、次世代に残したい道志村の素晴らしい宝を皆
さんにお伝えしていきたいと活動しています。道志村の各地域のどんど焼きの情報を是非お寄せください。

住民健康課：大田・宮下まで　　電話５２－２１１３

に松飾りを持って
参加しよう！団子刺し団子刺し

しめ縄は新年を祝った後どんど焼きで燃やそう。
予告

道志

世代を超えて安心して暮らせる村づくりプ
ロジェクトのメンバーが聞いてみました。
・道祖神のところへ松飾りを持って行っ
て、焼いた。

・いぼ石というごつごつした石を焼いて、
藁で磨いて光らせた。子どもたちの宝物。
地区ごとにこの石を持っていて、取り合
いをして遊んだ。

・松飾りを持って行き、お団子を焼いて食
べた。

・子どもだけでやる行事だったのかな？
・子どもが少なくなってやめた。経験がで
きなくてかわいそうに思う。

・今はどうしているか？家の周りの場所を
塩米で清めて、各自もしくは村外の神社
でお焚き上げ。

・子どもが喜ぶなら復活させたい。

各地区のどんど焼きについて

道志村には、いいところがいっぱい！
でも、村の中にいると、なかなか気が付かないもので
すね。
道志村の伝統行事である『どんど焼き』もそのひとつ。
ぜひ、子どもたちに伝えていきたいものです。しめ縄、
松飾りなどを持って、ぜひ参加してください。

どんど焼きって、なに？
●「どんど」とは「尊いもの」という意味があり、神様が
宿ると言われるお札や松飾りなどを天に送るために、小
正月などに、正月飾りを燃やす行事のことをいいます。

どんど焼きってどんなことをするの?
●無病息災を願って、お正月の松飾りやしめ縄などを集めて
燃やします。

●団子をカツンボ（ヌルデ）の小枝に刺して、焼けた団子を
食べます。これを食べると虫歯にならないと言われています。

●書き初めの紙を燃やします。
高く舞い上がると、字が上手になると言われています。

●団子刺しは、紅白のまゆ玉団子を作ってヤマッカ（やまぼ
うし）の枝にさしたお正月飾りです。豊作祈願、家内繁栄、
豊かな生活の願いが込められています。

※団子の枝は、記念に持ち帰ります。
※今回は村内全体を対象にどんど焼きが行われますが、どんど焼きをやっている
地区は、ぜひこれからも続けていってほしいと思います。
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11
月
30
日
(火
)防
災
訓
練
の
一
環
で
、
本

年
度
は
煙
体
験
と
起
震
車
体
験
を
全
校
で
行

い
ま
し
た
。ま
ず
は
煙
体
験
で
す
。煙
で
い
っ

ぱ
い
の
テ
ン
ト
の
中
を
身
体
を
低
く
し
て
進

み
ま
す
。
昼
間
な
の
に
周
り
が
真
っ
白
で
ど

っ
ち
に
進
ん
で
い
い
か
わ
か
ら
な
い
怖
さ
を

体
験
し
ま
し
た
。次
は
起
震
車
で
す
。震
度
６

強
の
ゆ
れ
に
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
も
ぐ
っ
た
子

ど
も
た
ち
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
家

の
中
の
も
の
を
普
段
か
ら
し
っ
か
り
止
め
て

お
く
大
切
さ
を
実
感
で
き
ま
し
た
。
安
全
な

生
活
に
役
立
て
て
欲
し
い
で
す
。

12
月
10
日
(金
)の
午
後
、
保
健
集
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
保
健
委
員
が
『
手
の
洗
い
方
』

『
う
が
い
の
し
か
た
』『
保
健
カ
ル
タ
』『
保

健
ク
イ
ズ
』の
４
つ
の
場
に
分
か
れ
て
、風
邪

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
た
め
の
学

習
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
こ
の
冬
は
大
丈

夫
？

学校だより 道志小学校 (第52号）

来
年
度
の
児
童
会
役
員
を
決
め
る
選
挙
の

立
会
演
説
会
が
11
月
26
日
(金
)に
開
か
れ
ま

し
た
。

ど
の
候
補
者
も
自
分
の
考
え
や
方
針
を
し

っ
か
り
伝
え
る
よ
う
に
、
真
剣
な
表
情
で
訴

え
て
い
ま
し
た
。
来
年
の
道
志
小
を
引
っ
張

る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
で

す
。

11
月
16
日
(火
)の
10
時
50
分
ス
タ
ー
ト
で

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

度
は
雨
で
流
れ
た
た
め
２
年
ぶ
り
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

ス
タ
ー
ト
し
、１
・
２
年
生
1.5
km
、３
・
４
年

生
3.2
km
、
５
・
６
年
生
4.3
km
の
コ
ー
ス
を
力

い
っ
ぱ
い
走
り
ま
し
た
。

沿
道
の
大
勢
の
応
援
を
受
け
、
前
回
よ
り

も
少
し
距
離
が
伸
び
た
コ
ー
ス
に
全
校
児
童

が
挑
戦
し
ま
し
た
。ど
の
子
に
も
、日
頃
の
業

間
運
動
の
成
果
が
出
て
い
た
よ
う
で
す
。

力
い
っ
ぱ
い
走
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会

児
童
会
選
挙
立
会
演
説
会

煙
体
験
・
起
震
車
体
験

保
　
健
　
集
　
会

高学年のスタート

低学年のスタート

立会演説会だれに投票したかな？

煙のテントに入るよ

震度６強です

保健カルタに挑戦保健クイズに挑戦
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22
午前中のみ診察

14

27
研修のため休診

23 24

12／29
休診

18
午前：胃カメラ

1
元旦

10
成人の日

54
仕事始め

3
休診

2

1917

12／31
大晦日

8
午前中のみ診察

15
休診

12／30
休診

6
研修のため休診

13
研修のため休診

20
研修のため休診

28 29
午前中のみ診察

12

26

11
午前：胃カメラ

25
午前：胃カメラ

2／3
研修のため休診

30 31 2／4 2／5
午前中のみ診察

2／22／1
午前：胃カメラ

9

16

7

21

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

■月始めには保険証の提出をお願いします。
■平成23年の診療開始日は１月４日となります。
■連休前後は混雑が予想されるため、なるべくさけて受診してください。

12／26 12／27 12／28
仕事納め１

月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
昨年は診療所移転があり、皆様には通所の際にご不便をお掛けしたかと思います。おかげ様で

新しい診療所での診療も順調に行えており、こうして新年を迎えることができました。本年もど
うぞよろしくお願いいたします。
新年第１号ということで、改めて診療所の診察時間等を確認したいと思います。

診察日：月、火、水、金、土（土曜は午前中のみ）　
休診日：木曜日（医師研修日）、土曜日午後、日曜、祝祭日
受付時間：午前８：30～11：30、午後１：00～4：30
診察時間：午前８：30～12：00、午後１：00～5：30
診療所電話番号：0554−52−2040

●朝は午前７時50分には診療所の鍵を開けますので、診察開始時間まで中待合室にてお待ちください。
●午前中の診察がのびた場合には、その分午後の診察時間が遅れることがあります。そのためできるだ
け診察時間内に受診していただきたいと思います。

●血液検査等は甲府の業者に委託していますので、平日の午前中のみ実施可能です。採血希望の場合
は、前日の午後9時以降は食事せずに来院してください。

●レントゲン、心電図、超音波（エコー）検査はいつでもできます。
●胃カメラ検査（予約制）は毎週火曜日の午前10時から行っております。なお検査中（約20分）は他の
人の診察ができませんので御了承ください。

●時間外に急病等で診察希望の場合は、あらかじめ診察準備をしたいので、電話で症状、住所、氏名、
可能ならば診察券番号をお伝えください。受診時には一時預かり金として5000円をご用意ください。

●昨年度と同様、毎週木曜日は医師研修のため休診です。県立中央病院にて内視鏡研修を行っておりま
す。診療所スタッフは勤務しておりますが、医師不在のため、医療行為（投薬等）はできません。ま
た急な休診の場合には、広報への掲載や前日の村内放送で連絡したいと思います。

H22年12月現在、胃腸炎やマイコプラズマが流行しておりますが、これから春先にかけてインフルエ
ンザの流行も予想されます。十分な睡眠とバランスのよい食事、そしてうがい・手洗い・マスク着用を
徹底し、予防を心掛けましょう。
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１. 助成対象者及び応募資格
道志村に住所を有し、村内において営利を目的とする事業を行わない法人又は団体とします。
（活動を行うにあたり対価を求めない団体）

２. 助成対象事業
１）道志村における自然環境の保全活動及び整備活動に対する助成

・森林に関する活動・道志川に関する活動・環境汚染防止活動・啓発活動など。
２）道志村民の生活基盤向上に資する活動に対する助成

・総合的な企画及び活動・観光イベントの企画及び活動・観光資源の発掘と整備など。
・伝統芸能及び伝統技術の保存と維持活動・生活基盤の整備活動・産業振興活動など。

３. 助成金の総額
平成23年度の助成金の総額は１,０３０万円の予定です。

４. 応募方法
当基金所定の「助成金支給申請書及び事業計画書」に必要事項を記入し、所定の期日まで

に当基金事務局まで提出してください。（申請書等の用紙は役場総務課または道志村のホー
ムページからダウンロードできます）

５. 応募期限 平成23年２月28日 (月) 必着です。

６. 選考の方法
公益信託道志水源基金運営委員会の審議により、受給者及び助成金額を決定します。

７. 助成金の給付
平成24年３月末までに受給者に対し、銀行振込みにより給付します。

８. 報告書の提出
受給者は、毎年度助成の対象となった事項に係わる報告書を当基金に提出してください。

９. 応募の窓口
道志村役場　総務課財政・政策グループ　道志水源基金事務局

TEL 5 2 − 2111 （直通）

道志水源基金活用事業の募集平成23年度 道志水源基金活用事業の募集平成23年度 道志水源基金活用事業の募集平成23年度 公益信託
自然環境の保全活動・生活基盤向上の活動などに助成します

公益信託道志水源基金は、平成９年２月に設立されて以来、横浜市の水源地である道志

村の「自然環境の保全活動及び社会生活基盤の整備」などに助成し、水源地の保全、地域

の振興及び地域住民の福祉向上のための事業に取り組んでいます。

平成23年度公益信託道志水源基金の活用事業を次のとおり募集いたしますのでご応募く

ださい。
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工事
番号

8 ㈲池谷工務店、奥秋建設㈱、タカムラ建設
㈱長田産業㈱、フジコンストラクト㈱

道志村営若者定住促進
住宅建設工事 ㈲池谷工務店 ￥37,360,000 ¥40,000,000 ７月28日～

１月23日

落札率 指　名　業　者

93.4%

9 ㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、志村工業㈱
㈲渡辺工務所

村道善之木～三ヶ瀬線
改良工事 渡建工業㈱ ¥54,200,000 ¥58,200,000 ８月５日～

３月25日 93.1%

10 ㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、志村工業㈱
㈲渡辺工務所

村道椿～椿沢線改良
工事 渡建工業㈱ ¥34,000,000 ¥36,800,000 ８月５日～

３月25日 92.4%

11 ㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、志村工業㈱
㈲渡辺工務所村道室久保線舗装工事 志村工業㈱ ¥6,300,000 ¥6,800,000 ８月５日～

３月25日 92.6%

12 ㈲池谷工務店、㈲平賀興業、㈲坂本建設
㈲七里緑化、長田産業㈱、㈲美善屋建設

和出村地区公民館舗
装工事 ㈲美善屋建設 ¥1,420,000 ¥1,470,000 ８月20日～

９月30日 96.6%

14 ㈲池谷工務店、㈲平賀興業、㈲坂本建設
㈲七里緑化、長田産業㈱、㈲美善屋建設作業道大栗線舗装工事 ㈲坂本建設 ¥1,810,000 ¥1,860,000 ８月20日～

10月31日 97.3%

15 ㈲池谷工務店、㈲平賀興業、㈲坂本建設
㈲七里緑化、長田産業㈱、㈲美善屋建設

林道鳥屋之沢線舗装
工事 ㈲美善屋建設 ¥900,000 ¥930,000 ８月20日～

10月13日 96.8%

16 ㈲池谷工務店、㈲平賀興業、㈲坂本建設
㈲七里緑化、長田産業㈱、㈲美善屋建設

林道岩瀬～谷相線舗装
工事 ㈲坂本建設 ¥890,000 ¥930,000 ８月20日～

10月13日 95.7%

17 ㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、志村工業㈱
㈲渡辺工務所

道志みち四里塚整備
工事 ㈱佐藤工業所 ¥7,100,000 ¥7,400,000 ８月30日～

10月13日 95.9%

18 ㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、志村工業㈱
㈲渡辺工務所

やまゆりセンター公園
整備工事 ㈱佐藤工業所 ¥10,800,000 ¥11,100,000 ８月30日～

10月13日 97.3%

19 ㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、志村工業㈱
㈲渡辺工務所

やまゆりセンター敷地
整備工事 ㈱佐藤工業所 ¥3,630,000 ¥3,800,000 ８月30日～

10月13日 95.5%

21 長田産業㈱、㈱佐藤工業所、渡建工業㈱
㈲佐藤設備浄化槽２２−１工事 ㈱佐藤工業所 ¥3,170,000 ¥3,250,000 ９月８日～

12月24日 97.5%

22 長田産業㈱、㈱佐藤工業所、渡建工業㈱
㈲佐藤設備浄化槽２２−２工事 ㈲佐藤設備 ¥4,860,000 ¥5,000,000 ９月８日～

12月24日 97.2%

23 長田産業㈱、㈱佐藤工業所、渡建工業㈱
㈲佐藤設備浄化槽２２−３工事 長田産業㈱ ¥6,000,000 ¥6,200,000 ９月８日～

12月24日 96.8%

24 長田産業㈱、㈱佐藤工業所、渡建工業㈱
㈲佐藤設備浄化槽２２−４工事 ㈲佐藤設備 ¥3,850,000 ¥4,000,000 ９月８日～

12月24日 96.3%

25 長田産業㈱、㈱佐藤工業所、渡建工業㈱
㈲佐藤設備浄化槽２２−５工事 渡建工業㈱ ¥3,650,000 ¥3,800,000 ９月８日～

12月24日 96.1%

31 三協設備㈱、㈲太田水道工務店、宮下設
備工業㈱、㈲佐藤設備、長田産業㈱

神地営農飲雑用水給水
管施設工 ㈲佐藤設備 ¥2,770,000 ¥2,900,000 10月６日～

３月21日 95.5%

33 東日本通商㈱、三和防災㈱、日本フィールド・エンジニアリン
グ㈱、㈱トーコン・フィールドサービス、㈱富士通ゼネラル気象観測装置設置工事 東日本通商㈱ ¥4,310,000 ¥4,600,000 11月２日～

１月31日 93.7%

34 ㈲池谷工務店、長田産業㈱、㈱佐藤工業道志中屋内消火栓
ポンプ改修工事 長田産業㈱ ¥4,540,000 ¥4,740,000 12月14日～

２月24日 95.8%

36 ㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、志村工業㈱
㈲渡辺工務所林道掛水線改良工事 ㈲渡辺工務所 ¥3,090,000 ¥3,220,000 12月14日～

２月28日 96.0%

37 長田産業㈱、㈱佐藤工業所、渡建工業㈱
㈲佐藤設備、㈲七里緑化浄化槽２２−６工事 ㈲七里緑化 ¥6,120,000 ¥6,380,000 12月14日～

３月20日 95.9%

38 長田産業㈱、㈱佐藤工業所、渡建工業㈱
㈲佐藤設備、㈲七里緑化浄化槽２２−７工事 ㈱佐藤工業所 ¥2,460,000 ¥2,550,000 12月14日～

３月20日 96.5%

工　事　名 落　札　者 落札金額 予定価格 工　　期

委託
番号 落札率 指　名　業　者委　託　名 落　札　者 落札金額 予定価格 工　　期

※道志村ホームページにて詳細がご覧いただけます。

平成22年度実施の土木工事の入札結果について公表いたします。

平成22年度の委託業務入札結果について公表いたします。　

入　札　結　果

9 陸地測量㈱、国土情報開発㈱、㈱リナン
東洋測量設計㈱、㈱甲斐コンサルタント道志村地籍調査事業 陸地測量㈱ ¥8,500,000 ¥8,900,000 ７月28日～

３月31日 95.5%

23 第一測量㈱、㈱�OMT、東和測量設計㈱
三和エンジニアリング㈱、㈱テック・エンジニア

耐震性貯水槽設置工
事実施設計業務委託 第一測量㈱ ¥1,030,000 ¥1,100,000 11月17日～

12月22日 93.6%

40 第一測量㈱、㈱�OMT、東和測量設計㈱
三和エンジニアリング㈱、㈱テック・エンジニア

善之木コミュニティーセンタ
ー周辺整備工事測量業務委託 第一測量㈱ ¥2,000,000 ¥2,100,000 11月17日～

12月22日 95.2%

41 第一測量㈱、㈱�OMT、東和測量設計㈱
三和エンジニアリング㈱、㈱テック・エンジニア

農道長又３号線開設
工事測量業務委託

三和エンジニ
アリング㈱ ¥2,600,000 ¥2,800,000 11月17日～

12月22日 92.9%
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所得税の確定申告の相談、申告書の受付及び納税の期限は、2月16日(水)～3月15日(火)までですが、還付申
告は、1月4日(火)から提出することができます。

贈与税は、２月１日(火)～３月１５日(火)までです。
個人事業者の消費税及び地方消費税は、１月４日(火)～３月３１日(木)までです。

※　口座振替をご利用の場合の振替日は、所得税が4月22日(金)、消費税及び地方消費税が4月27日(水)です。
※　提出期限間近になりますと、税務署は大変混雑いたしますので、申告はお早めにお願いします。

税務署では、「申告書作成会場」を設けて、申告書の書き方等のアドバイスを行っておりますので、ご利用
ください。

国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】では、確定申告に必要な各種情報等を提供しています。
・ホームページ内の「確定申告書等作成コーナー」で入力した申告書デー（贈与税は除く）に電子証明書を

添付して、そのまま送信（提出）することができるe-Tax（ｲｰﾀｯｸｽ）があります。e-Taxをご利用いただくた
めには、所定の手続が必要ですので国税庁ホームページをご覧ください。

・また、「確定申告書等作成コーナー」で入力し、プリントアウト（白黒でも可）した確定申告書等は、その
まま税務署に提出することもできます。

・なお、国税庁ホームページでは、確定申告書のほかにも税務に関する主な行政手続についての申請・届出書
様式を提供していますので、是非ご利用ください。

申告書の提出は、郵便又は信書便による送付をお願いします。
なお、申告書の「控」に税務署受付印の押印を希望する方は、ボールペン又は万年筆で記載した「控」と宛

先を記入した返信用封筒（切手を貼付）を同封してください。

税務署からは、申告書の提出後に、納付書や納税のお知らせは送付されませんので、申告により納付すべき
税金は、納付期限(＝申告期限)までに納付書により、税務署窓口もしくは最寄りの金融機関の窓口での納税を
お願いします（口座振替を除く）。
※　「納付書」は、税務署及び金融機関にご用意しております。

所得税、消費税及び地方消費税の納税には、安全で便利な口座振替をお勧めします。
※　所得税の口座振替をご利用されている方でも、大月税務署管内に転入された場合や、新たに消費税及び地
方消費税をご利用される場合には、改めて手続きが必要です。
※　「口座振替依頼書」は、税務署及び金融機関にご用意しております。また、「確定申告書の手引き」にも
様式が掲載されておりますので、切り離してご利用ください。なお、国税庁のホームページからもダウンロー
ドすることができます。

お分かりにならない点や詳細については、お気軽に税務署にお問い合わせください。
（下記に電話していただくと「電話センター」につながりますので、その後は自動音声に従ってください。）

大月税務署　℡：0554－22－3151

確定申告のお知らせ

第 19 回 国勢調査の速報値について
昨年 10 月に実施されました国勢調査では、ご協力をいただきありがとうございました。
現段階での速報値が発表されましたので、報告いたします。

この調査速報は、現段階で県が取りまとめたものです。総務省統計局から公表される数値と異なる場合があります。

項　　　目
人 　 　 　 　 　 口
世 　 　 帯 　 　 数
一世帯当世帯人員

平成 22 年国勢調査
１，９２１人

５８８世帯
３.２７人

平成 17 年国勢調査
２，０５１人

５９５世帯
３.４５人

増減率
▲６.３％
▲１.２％
▲０.１８人
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●
住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況
の
公
表

住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
第
３
項
及
び

第
11
条
の
２
第
12
項
、
住
民
基
本
台
帳
の

一
部
の
写
し
の
閲
覧
及
び
住
民
票
の
写
し

等
の
交
付
に
関
す
る
省
令
第
８
条
の
規
定

に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。（
平
成
22
年
１
月

１
日
か
ら
平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
の
期

間
）

道
志
村
消
防
団
か
ら

●
消
防
団
出
初
式

日
時
　
１
月
10
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら

（
荒
天
の
場
合
は
、
唐
沢
体
育
館
）

場
所
　
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
年
末
年
始
の
夜
警
に
つ
い
て

村
消
防
団
で
は
、空
気
が
乾
燥
し
、火
の

取
り
扱
い
が
多
く
な
る
年
末
年
始
に
、
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
夜
警
を
行
い

ま
す
。

実
施
日
は
、
地
域
に
よ
り
異
な
り
ま
す

が
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
　

問
合
わ
せ
先

総
務
課
　
消
防
担
当

☎
52
–
２
１
１
１

●
１
月
30
日（
日
）は
、
山
梨
県

知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

選
挙
は
、
あ
な
た
の
声
を
政
治
に
反
映

す
る
こ
と
が
で
き
る
大
切
な
機
会
で
す
。

私
た
ち
の
代
表
者
は
私
た
ち
の
一
票
で

決
ま
り
ま
す
。あ
な
た
の
一
票
、無
駄
に
し

な
い
で
必
ず
投
票
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
当
日
の
投
票
時
間
は
、
午
前
７

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。ま
た
、都
合

に
よ
り
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
場
合

は
、
期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆【
山
梨
県
知
事
選
挙
　
日
程
】

●
投
票
日
　
�１
月
30
日
㈰

●
投
票
時
間
�　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

（
第
１
投
票
所
は
午
後
６
時
ま
で
）

●
場
　
　
所
　
送
付
す
る
入
場
券
を
ご
確

認
く
だ
さ
い

◆【
期
日
前
投
票
】

●
期
　
間
　
１
月
14
日
㈮
～
１
月
29
日
㈯

●
時
　
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

●
場
　
所
���道
志
村
中
央
公
民
館

問
合
わ
せ
先

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

☎
０
５
５
–
２
２
３
–
１
８
２
９

道
志
村
選
挙
管
理
委
員
会

☎
０
５
５
４
–
52
–
２
１
１
１

●
１
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
軽
食
・
手
作
り
お
や
つ
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

日
時
　
１
月
11
日（
火
）

午
前
10
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
　
簡
単
に
作
れ
る
ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ

作
り
を
し
た
あ
と
試
食
し
ま
す
。

家
で
も
作
れ
て
お
い
し
い
お
や
つ

が
好
評
で
す
！

◎
キ
ッ
ズ
・
ヨ
ガ
に
参
加
し
よ
う
！

日
時
　
１
月
25
日（
火
）

午
前
10
時
～

場
所
　
集
い
の
家

講
師
　
加
藤
恵
子
先
生

持
物
　
バ
ス
タ
オ
ル

（
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
が
あ
る
人
は
そ
れ
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。）

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
出
で
下
さ
い

内
容
　
以
前
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
ヨ
ガ
を

行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
！

育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師
（
伯
耆
・
宮
下
）

☎
52
–
２
１
１
３
　

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

H22.1.4

年月日

H22.5.27

H22.9.22

H22.11.19

（財）山梨総合
研究所

閲覧申請者

㈱流通研究所

㈱流通研究所

㈱流通研究所

山梨県知事

委託者 閲覧事由 閲覧の範囲

山梨県知事

山梨県知事

山梨県知事

山梨県「女性の健康意識
調査」の標本抽出

山梨県「観光に関する県
民意識調査」の標本抽出

山梨県「男女共同参画に
関する県民意識・実態調

査」の標本抽出

山梨県「県民購買行動等
実態調査」の標本抽出

村内全域　13歳以上
の女性　抽出数 15人

村内全域　20歳以上
抽出数 20人

村内全域　20歳以上
抽出数 30人

村内全域　16歳以上
抽出数 25人
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●
パ
ー
ト
保
育
士
の
募
集

道
志
村
保
育
所
で
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
基
準

・
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
の
１
年
間
。

・
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
30
分
（
予
定
）

・
保
育
士
の
資
格
が
あ
る
人
（
保
育
経
験

が
あ
る
方
優
先
）

○
賃
金
　
時
給
９
０
０
円

●
パ
ー
ト
調
理
員
の
募
集

道
志
村
保
育
所
で
調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
基
準

・
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
の
１
年
間

・
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
～
12
時（
予
定
）

・
調
理
師
の
資
格
が
あ
る
人
（
調
理
経
験

が
あ
る
方
優
先
）

○
賃
金
　
時
給
７
８
０
円

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

道
志
村
役
場
住
民
健
康
課
　
保
育
所
担
当

☎
52
–
２
１
１
３

●
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
提
出
の
お
願
い

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
申
請
書

は
、
農
業
委
員
の
選
挙
人
及
び
被
選
挙
人

と
し
て
の
資
格
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
の
重
要
な
手
続
き
で
す
。

農
業
委
員
は
、
法
律
に
基
づ
き
選
挙
に

よ
り
選
ば
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
権
・
被
選

挙
権
は
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
に
載
っ
て

い
る
方
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
委
員

選
挙
人
名
簿
は
、
各
農
家
か
ら
提
出
さ
れ

た
申
請
書
を
確
認
し
村
選
挙
管
理
委
員
会

へ
送
付
し
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行

い
、３
月
31
日
に
有
権
者
を
確
定
し
、そ
の

後
、
１
年
間
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
に

使
用
さ
れ
ま
す
。

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
書
」
の
提
出
期
限
は
平
成
23
年
１
月

７
日（
金
）と
な
り
ま
す
。地
区
担
当
農
業

委
員
さ
ん
が
回
収
い
た
し
ま
す
の
で
、
提

出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
わ
せ
先

道
志
村
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
52
–
２
１
１
４

●
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成

の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

富
士
・
東
部
地
区
に
在
住
す
る
心
身
に

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
富
士
・
東
部
保

健
福
祉
事
務
所
と
次
の
会
場
で
受
付
を
行

い
ま
す
。

・
請
求
書
用
紙
の
配
布
等

役
場
住
民
健
康
課
の
窓
口
か
直
接
保
健

福
祉
事
務
所
で
受
け
取
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
用
紙
が
印
刷
で
き
ま
す
。

・
受
付
期
間
及
び
時
間

平
成
23
年
１
月
５
日
㈬
～
２
月
４
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
３
時

郵
送
で
の
受
付
は
２
月
４
日
消
印
有
効

・
会
場
で
の
受
付

平
成
23
年
１
月
５
日
（
水
）

山
梨
県
富
士
吉
田
合
同
庁
舎

平
成
23
年
１
月
19
日
（
水
）

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

平
成
23
年
１
月
27
日
（
木
）

山
梨
県
富
士
吉
田
合
同
庁
舎

問
合
わ
せ
先

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
５
５
５
–
24
–
９
０
３
２

●
１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日
で
す

１
１
０
番
の
日
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

「
１
１
０
番
の
仕
組
み
」
や
「
正
し
い
利
用

方
法
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
定
め
た
も
の
で
す
。

平
成
22
年
１
月
10
日
の
１
１
０
番
の
日
は

１
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
 ０

い
ち
早
く
　
い
そ
が
ず
慌
て
ず
　
れ
い
静
に

の
合
言
葉
の
も
と
に
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

１
１
０
番
は
、
県
内
の
ど
こ
の
地
域
か

ら
か
け
て
も
、警
察
本
部
通
信
指
令
室（
甲

府
）に
つ
な
が
り
ま
す
。１
１
０
番
を
か
け

る
と「
何
が
あ
っ
た
の
か
、い
つ
、ど
こ
で
、

犯
人
は
、け
が
人
は
」な
ど
を
尋
ね
ま
す
の

で
落
ち
着
い
て
話
し
て
下
さ
い
。

緊
急
以
外
の
事
件
・
事
故
・
相
談
ご
と

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
大
月
警
察
署

（
☎
22
‐
０
１
１
０
）を
利
用
し
て
下
さ
い
。

い
た
ず
ら
電
話
や
間
違
い
電
話
が
増
え

て
い
ま
す
。
緊
急
の
事
件
・
事
故
の
通
報

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
正
し
く
利
用

し
て
下
さ
い
。

●
山
梨
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

山
梨
県
で
は
、「
山
梨
県
認
知
症
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、日
々
県
民
の
皆
さ

ま
か
ら
認
知
症
に
関
す
る
様
々
な
相
談
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
看
護
師
や
認
知
症

介
護
経
験
者
が
電
話
で
認
知
症
の
ご
本
人

や
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の
悩
み
を
お

聴
き
し
、
解
決
へ
の
糸
口
を
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
す
の
で
、
一
人
で
か
か
え
こ
ま

ず
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

開
設
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝
日
等

除
く
）

相
談
員
　
月
～
木
曜
日
　
看
護
師
、

金
曜
日
　
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
会
員

問
合
わ
せ
先

山
梨
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
–
２
５
１
–
０
０
０
１

●
役
場
閉
庁
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
４
月
１
日
よ
り
、
役
場
の
閉

庁
時
間
が
現
在
の
５
時
30
分
か
ら
15
分
短

縮
さ
れ
５
時
15
分
に
変
更
に
な
り
ま
す
。



平成23年１月１日（14）

12
月
１
日
に
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
皆
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
は
、社

会
奉
仕
の
精
神
を
持
ち
、地
域
の
暮
ら
し
の

中
に
お
い
て
、子
育
て
の
こ
と
・
学
校
の
こ

と
・
介
護
の
こ
と
等
、皆
さ
ん
の
立
場
に
な

っ
て
心
配
事
や
困
っ
た
こ
と
な
ど
解
決
す

る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
皆
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

村田　孝代 月夜野～野原 杉本　孝次 谷相～川原畑
出羽　法子 久　保 水越　隆福 大指～釜の前
佐藤　　正 大室指 山口　泰子 東神地～中神地
金子　敬一 椿～小善地 平賀　由枝 下中山～上中山
佐藤つき子 大栗～馬場 池谷　銀重 下善之木～上善之木
佐藤　亨子 竹之本 佐藤千代枝 川村～板橋
諏訪本光代 東和出村 池谷　満元 下白井平～長又
新津　弘子 西和出村

○
は
主
任
児
童
委
員

　　　　

籐細工

　

籐細工

　

　　　　

料理教室

　

料理教室

　

　　　　

フクロウのメガネ入れ

　

フクロウのメガネ入れ

　

　　　　

苔玉作り

　

苔玉作り

　

　　　　

クリスマス飾り

　

クリスマス飾り

　

　　　　

北海道の魔除け

　

北海道の魔除け

　

　　　　

芸術的な昼食に　ニッコリ★芸術的な昼食に　ニッコリ★

平成22年度　寅さんの教室平成22年度　寅さんの教室平成22年度　寅さんの教室平成22年度　寅さんの教室

　　

今年度の「寅さんの教室」が終了しました
今年度は 15 名の申し込みがあり、13 回の教室に延べ１６２名が参加してくれました。籐細工・布草履・クラ

フト細工のメガネ入れ・木工・調理とどれも楽しく出来ました。「身体が不自由になり歩く事に不安がありまし
たが、野外教室に参加し、とても自信がつきました。これからも外へ出て、いろいろな作品を作りながら楽しく
過ごしたいです。」との感想もいただきました。道志村包括支援センターは、道志村の高齢者の皆さんが、明るく、
元気でいられるよう来年度も計画する予定です。たくさんの人の参加をお待ちしております。

期間　平成22年 12月 1日～平成25年 11月 30日

氏　　名 担当区域 氏　　名 担当区域

○ ○



12
月
11
日（
土
）保
育
所
で
は
入
所
児

に
よ
る
、
元
気
な
歌
声
と
か
わ
い
い
踊

り
で
盛
大
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。１
ヶ
月
程
前
か
ら
、ク
リ
ス
マ

ス
会
に
む
け
て
、
組
ご
と
に
劇
の
練
習

も
頑
張
り
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
劇
で
、

自
分
の
出
番
や
役
割
を
し
っ
か
り
果
た

し
、
一
人
ひ
と
り
立
派
に
役
を
演
じ
ま

し
た
。
子
ど
も
達
の
成
長
を
実
感
し
た

一
日
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
最
後
ま
で
見

て
い
て
く
れ
た
ご
家
族
の
拍
手
や
笑
顔

が
、
な
に
よ
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（15）

欠
員
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
道
志
村

消
防
委
員
に
馬
場
地
区
の
佐
藤
正
明
氏

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
以

前
消
防
団
の
副
団
長
を
務
め
、
そ
の
経

験
を
生
か
し
た
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

元
気
で
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

介
護
予
防
教
室
を
12
月
９
日（
木
）に
や

ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
90
名
近
く

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。講
師
は
、藤

井
悦
子
さ
ん
で
し
た
。
手
足
の
筋
肉
を

上
手
に
鍛
え
る
運
動
・
12
月
生
ま
れ
の

方
に「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ
」の
歌
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
・
ゴ
ム
バ
ン
ド
体
操
・
じ

ゃ
ん
け
ん
体
操
な
ど
笑
い
が
あ
り
な
が

ら
も
為
に
な
る
話
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
よ
く
笑
い
、
よ
く
動

き
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
よ
う

で
す
。

「
80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
を
保
ち
、

豊
か
な
食
生
活
を
楽
し
ん
で
健
康
な
高

齢
時
代
を
過
ご
す
」
こ
と
を
目
指
し
た

運
動
で
す
。
健
康
な
歯
が
20
本
以
上
残

っ
て
い
れ
ば
、
自
分
の
歯
で
ほ
と
ん
ど

の
食
品
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
健
康

を
維
持
す
る
の
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

今
回
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
開
催
時
に

達
成
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

道志村トピックス

道
志
村
消
防
委
員
に
佐
藤
正
明
氏

は
っ
ぴ
い
山
梨
８
０
２
０

達
成
者
表
彰

道
志
村
保
育
所
で
ク
リ
ス
マ
ス
会

が
行
わ
れ
ま
し
た

大田村長から委託状を交付

サンタ姿で合唱しました

介
護
予
防
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
！

ゴムバンド体操をする参加者

佐
藤
哲
利
さ
ん（
82
歳
）健
康
な
歯
22
本

佐
藤
福
孝
さ
ん（
81
歳
）健
康
な
歯
27
本

山
口
孟
子
さ
ん（
81
歳
）健
康
な
歯
27
本

道
志
村
漁
業
協
同
組
合
（
佐
藤
任
利

組
合
長
）
か
ら
道
志
村
社
会
福
祉
協
議

会
に
道
志
村
の
福
祉
に
役
立
て
て
も
ら

い
た
い
と
30
万
円
の
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。御
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

表彰おめでとうございます

道
志
村
漁
業
協
同
組
合
か
ら
寄
付佐藤組合長から寄付を頂く大田村長
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ペ
ッ
ト
の
写
真
募
集
！！

み
な
さ
ん
自
慢
の
ペ
ッ
ト
の
写
真
を
広
報
に

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に
総
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
取
材
に
伺
い
ま
す
。

歳時記歳時記歳時記
お正月の子ども達の楽しみと言えば何といってもお

年玉です。同時に大人には恐ろしい時期でもあります。
お年玉の由来は、目上の者が目下のものに贈るので

年の賜物（たまもの）であるから「としだま」という名

がついたという説が有力です。また、古く
は餅玉を与えたために「年玉」の名前がつ
いたともいう説もあります。
餅だったらいくつでもあげれるんですけどね（笑）

山
やま

口
ぐち

桜 愛
さくら

ちゃん（東神地）

平成20年５月１日生
父�時彦さん　母�美紀さん

皇
帝
ダ
リ
ア
　
出
羽
久
行
さ
ん
（
大
渡
）

育
て
る
こ
と
５
～
６
年
間
挑
戦
し
て
い
ま
す

が
、
２
回
目
の
開
花
。
一
度
霜
が
降
る
と
花
も
つ

ぼ
み
も
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
皇
帝
」

と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
い
豪
華
な
お
花
で
し
た
。

湯川チロくん　♂　２才　シェルティ
湯川博之さん（月夜野）

「湯川屋のアイドルです。訪れるお客様に握
手して、出迎えてくれます。
月夜野地区をお散歩するのが大好きです。」

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

中
神
地
　
　
山
口
　
　
優�

�
ち
ゃ
ん

（
届
出
人
）山
口
博
信

下
白
井
平
　
　
水
越

聖�
�

人�

く
ん

悠�
�

斗�

く
ん

（
届
出
人
）水
越
　
寛

（
11
月
届
出
）

慶

弔

飲
酒
運
転
根
絶
宣
言
に
つ
い
て

現
在
、
山
梨
県
は
10
万
人
あ
た
り
の

飲
酒
事
故
発
生
件
数
が
全
国
ワ
ー
ス
ト

２
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度

も
既
に
飲
酒
運
転
に
関
わ
る
死
亡
事
故

が
７
件
増
と
余
談
を
許
さ
な
い
状
況
に

有
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
道
志
村

で
も
飲
酒
運
転
を
断
じ
て
許
さ
な
い
地

域
の
確
立
の
た
め
12
月
14
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
議
会
に
て
村
長
が
飲
酒
運
転
根

絶
宣
言
を
致
し
ま
し
た
。
　

忘
年
会
、
新
年
会
等
の
飲
酒
の
機
会

が
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
道
志
村
の

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
ご
協
力
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
村
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


